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署の基礎
データ

管内概要
　安芸森林管理署は、高知県の東部地
域を管轄区域とし、２市４町３村にま
たがる国有林約３万 ha を管理してい
ます。
　管内には、屋久スギ、秋田スギと
ともに我が国を代表する天然スギ

「魚
や　な　せ

梁瀬スギ」の産地があり、かつて
は伐り出した木を山から運ぶ西日本最
大の森林鉄道が活躍していました（写
真１・２）。
　今年４月には、地元中

ちゅうげい

芸５町村が申
請した「森林鉄道から日本一のゆずロードへ」が「日本遺産」の認定を受け、国有林の鉄道遺構（軌
道跡や隧道、橋梁などは国重要文化財にも指定されている）や農林資源を活かした地域興しに
取り組むなど、地域の活発な動きも見られるところです。

取 組
国有林野事業の

取 組
国有林野事業の

安芸森林管理署ＨＰアドレス：http://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/aki/index.html

所 在 地 高知県安
あ き

芸市川
かわきたおつ

北乙 1773 －６

区 域 面 積 112,898ha
う ち 森 林 面 積 100,585ha
国 有 林 30,497ha（国有林率 30％）

管轄区の関係市町村 2 市 4 町 3 村　室戸市、安芸市、東洋町、
奈半利町、田野町、安田町、北川村、馬路村、芸西村

　

管
内
は
、
豊
富
な
雨
量
と
温
暖
な
気
候
の

お
か
げ
で
良
質
な
ス
ギ
が
生
育
し
て
お
り
、

国
有
林
に
お
い
て
も
約
77
％
が
ス
ギ
を
主
体

と
し
た
人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
有
林
が
所
在
す
る
奥
山
地
帯
は
、
地
形
が

極
め
て
急
峻
で
、
地
質
も
脆
く
、
豪
雨
災
害

が
多
い
地
域
で
あ
り
、
現
在
も
架
線
に
よ
る

集
材
作
業
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
森
林
資
源
は
、多
く
が
主
伐
期
を
迎

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、伐
採
に
あ
た
っ
て

は
再
造
林
ま
で
考
え
た
森
林
施
業
の
省
力
化
・

伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
取
組
に
つ
い
て

四
国
森
林
管
理
局　

安
芸
森
林
管
理
署

香川県

徳島県

高知県愛媛県 安芸森林管理署
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魚
や な せ

梁瀬森林鉄道

魚
や な せ

梁瀬スギ
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し
た
林
分
（
伐
区
面
積
約
４
ha
、
傾
斜
約
40

度
）
を
、
群
状
の
複
層
林
（
注
２
）
に
誘
導
す
る

箇
所
に
設
定
し
、
架
線
に
よ
り
集
材
作
業
を

行
い
ま
し
た
（
写
真
３
・
４
）。
伐
区
は
、
１

本
の
主
索
で
集
材
作
業
が
行
え
る
よ
う
架
線

に
沿
っ
て
縦
長
に
設
定
し
、
集
材
作
業
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
末
木
枝
条
や
雑
木

（
小
径
広
葉
樹
）
を
荷
掛
の
際
に
で
き
る
だ

け
集
材
す
る
こ
と
で
、
地
拵
え
を
簡
略
化
す

る
と
と
も
に
、
苗
木
に
つ
い
て
は
、
裸
苗
と

比
較
し
て
植
栽
可
能
な
期
間
の
拡
大
が
期
待

で
き
る
コ
ン
テ
ナ
苗
（
注
３
）
の
ス
ギ
を
１
ha
当

た
り
２
千
本
植
栽
し
ま
し
た
。

　

集
材
し
た
末
木
枝
条
等
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
向
け
と
し
て
販
売
し
ま
し
た
。
ま

た
、
集
材
の
合
間
に
架
線
を
活
用
し
、
シ
カ

防
護
柵
の
資
材
や
コ
ン
テ
ナ
苗
を
運
搬
し
た

た
め
、
人
力
で
全
て
を
運
ぶ
従
来
の
作
業
と

比
べ
作
業
工
程
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

一
方
、
植
付
作
業
時
に
お
い
て
、
架
線
で

搬
出
で
き
な
か
っ
た
末
木
枝
条
等
が
移
動
の

支
障
と
な
っ
た
り
、
こ
れ
ら
が
重
な
っ
て
い

る
箇
所
に
お
い
て
植
栽
し
た
苗
の
確
認
に
手

間
が
掛
か
る
等
の
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
５
）。

今
後
に
向
け
て

　

今
回
の
現
場
で
は
、
シ
カ
防
護
柵
の
資
材

や
コ
ン
テ
ナ
苗
を
架
線
で
運
ぶ
こ
と
に
よ
り

作
業
の
省
力
化
が
で
き
た
一
方
で
、
架
線
で

集
材
で
き
な
か
っ
た
末
木
枝
条
等
が
支
障
と

な
り
、
植
付
作
業
に
手
間
が
掛
か
っ
て
し
ま

う
等
の
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
の
課
題
を
検
証
し
、
真
の
省
力
化
・

省
略
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る

た
め
、
今
年
４
月
に
現
地
検
討
会
を
開
催
し

ま
し
た
（
写
真
６
）。
検
討
会
に
は
、
高
知
県
、

林
業
事
業
体
及
び
四
国
森
林
管
理
局
職
員
等

約
90
名
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

  

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
取
組
は
、
今

回
、
実
際
に
作
業
を
行
っ
た
林
業
事
業
体
に

と
っ
て
も
、
伐
採
班
と
造
林
班
の
連
携
と

い
っ
た
仕
組
の
導
入
や
、
こ
れ
ま
で
常
識

だ
っ
た
や
り
方
の
見
直
し
な
ど
が
必
要
と
な

り
、
戸
惑
い
を
感
じ
る
こ
と
も
随
分
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
今
後
も
林
業
事
業
体
の
ご
意
見

も
参
考
に
す
る
中
で
、
改
善
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

（
注
１
） 

地
拵
え
と
は
、
苗
木
植
栽
の
た
め
に
伐
採
跡
地

の
残
材
・
枝
等
を
整
理
す
る
こ
と
。

（
注
２
） 

複
層
林
と
は
、
樹
齢
や
高
さ
の
異
な
る
樹
木
か

ら
構
成
さ
れ
る
森
林
の
こ
と
。

（
注
３
） 

コ
ン
テ
ナ
苗
と
は
、
育
成
孔
の
内
側
に
リ
ブ
や

細
長
い
ス
リ
ッ
ト
を
設
け
る
な
ど
に
よ
り
、
水

平
方
向
の
根
巻
き
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
容

器
の
底
面
を
開
け
る
こ
と
で
垂
直
方
向
に
空
気

根
切
り
が
で
き
る
容
器
に
よ
っ
て
育
成
し
た
、

根
鉢
付
き
の
苗
の
こ
と
。

省
略
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、当

署
で
は
架
線
を
利
用
し
た
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
目
的

　

従
来
の
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
伐
採
・
集
材

と
植
栽
を
そ
れ
ぞ
れ
で
発
注
・
実
施
し
ま
す

が
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
で
は
伐
採
か
ら
植

栽
（
シ
カ
防
護
柵
の
設
置
を
含
む
）
ま
で
を

一
括
し
て
発
注
・
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
、
人
力
に
よ
り

実
施
し
て
い
た
地じ
ご
し
ら拵
え
（
注
１
）
や
苗
木
運
搬
に
、

伐
採
・
集
材
に
使
用
す
る
林
業
機
械
を
用
い

る
こ
と
で
、
作
業
の
省
力
化
・
省
略
化
が
期

待
で
き
ま
す
。

事
業
の
概
要

　

当
事
業
で
は
、
58
年
生
の
ス
ギ
を
主
体
と3

4

5

6

事業実行箇所

架線による集材作業

植付作業

現地検討会の様子


